




代謝異常の治療評価に発達や異常行動の推移を評価する必要性はよく知られている。今回

は、Histidine 血症の言語発達に注目して、遠城寺一、都守稲毛式一発達テストを実施し

、経時変化を検討した。このテストで 4～5ヵ月児以上では一応の目的を果たすことがわか

った。そこで本研究班で治療的追跡の行われている児を対象に全国的に一定の横断面でア

ンケート方式による発達と行動 cheheを実施し、その判定を同一基準で行うこととした。

次に大阪市で追跡管理されている 433名の障害児を対象に異常行動評価票による問題行動

check を行い、疾患別に分類整理して図 1 の結果を得た。身体的疾患として追跡管理され

ている児でも図からわかるように多くの問題行動がcheck されており、代謝異常をもつ群

において小児異常行動評価票によるアンケートcheck を経時的に行うことにより、疾病の

問題度、重症度の評価が予測し得るとともに、疾患特殊性もまた推定し得る可能性が示さ

れた。現在対象を選択し、この二点を追求中である。 


